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（佐原正子句）  

 

 啓蟄を過ぎても小雪が舞った弥生月、雪の残る那岐山の白い稜線を背に、卒業の日を迎えまし

た。卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。勝田中学校に多くの挑戦と変革をもたら

し、自信と誇りのもてる勝田中学校づくりを牽引した３年生が、未来への扉をひらき、新たな道

を歩み始めます。「これからの人生、幸多かれ」と心からの祈りを込めて、船出を祝います。 

1，2年生は、これまで勝田中学校を導いてくれた 3年生の後ろ姿をしっかりと胸に刻み、さ

らに活力溢れる勝田中へと発展させていくバトンをしっかりと受け継ぎます。先輩たちがしっか

りと足跡を残してくれた本校の誇らしい伝統と校風をつなぎ、さらに発展させていきます。 

 

（瀬口ゆみ子句） 
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2月 24日（金）3年の総合的な学習

の時間。今年 1年間、生徒たちがいろ

いろな角度から学習してきた人権学習

のまとめをして、自分たちの身の周り

には人権課題がないか、改めて振り返

りをしました。これから始まる高校生

活でも人権意識を高めます。 

 

2月 27日（月）3月 2日（木）、2年国

語科「対話劇」のシナリオ作りと対話劇

の発表です。２年生は自分たちの考えた

ことを表現する学習が得意で伸びやかな

心が授業に生きています。話し言葉によ

るコミュニケーション力を高めます。 

 

2月 28日（火）1年道徳「旅立ちの日に」 

 本校の卒業の歌、今では全国で愛唱されて

いるこの曲ができた背景を学びました。歌は

心、深い思いを紡いで曲になり、多くの感動

を呼ぶということを知りました。 

2月 28日（火）3年家庭科の調理実習風景です。 

みたらし団子に挑戦、みんなで和やかに食べました。 
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 各学年の給食風景です。本校では、食育を進めています。給食を通して、地元の食材を知るこ

とや、食材を作って下さる方への感謝の気持ちを育んでいます。その意味で、給食に関わる時間

はとても大切な教育活動です。配膳や片付けの段取りや協力はもちろん、食材を残さずいただく

こと、気持ちの良い食事のマナーを身につけること、食の安全を考えること、成長期の栄養バラ

ンスの大切さを知ることなど、給食によって学ぶことはとても多いです。ご家庭でも、バランス

の良い食事を心がけていただき、生徒たちの健康な体作りをお願いいたします。 

 3月 8日（水）配送して下さる方にお礼を申し上げて、お礼のメッセージをお渡ししました。 

 

 

 

 3月 6日（月）全校集会で、生徒会長 

の長岡太樹さんと書記会計の東実花さん 

が、2年生が発案した“いじめ０宣言” 

を全校に提案しました。２年生は 12月 

8日に行った文科省人権教育指定校事業 

の授業研究会で学んだ『いじめをなくす 

ために行動をおこそう』を受け、学年で“いじめ０宣言”を考えました。長岡生徒会長の公約に

も「いじめのない勝田中学校にする」という項目がありました。自分たちの暮らしの中から課題

を見つけて、その課題を解決していく力をつける。それが、本校の人権学習の目標です。 

 ２年生は、呼びかけだけの“いじめ０”ではなく、自分たちの力で実現する“いじめ０宣言”

を考え、勝田中学校生徒会で全校の取組にしたいと考えました。学年から全校への発信です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生が「“いじめ０宣言”を全校で！」と提案した同じ日の 

全校集会で、３年生が自分たちの進路決定までの日々で感じたこ 

とや経験したことを後輩の進路決定に生かしてほしいと、後輩を 

前に意見発表しました。後輩たちの参考になるようにと、誠実に、 

ひたむきに、説明している先輩たちの姿は輝いていました。さあ、先輩に続こう！後輩たち！ 

３月１日作成 

2年 A組 いじめ０宣言 

みんなが安心して、元気に笑顔で毎日を過ごせるように、わたしたちは次のことに取り組みます。 

１． 私たちは広く優しい心をもち、相手の気持ちを考え、いじめをしません。 

２． 人を自分の言いなりにはしません。そして人の言いなりにはなりません。 

３． 勇気を出して、協力していじめを止めます。困っている人の話し相手になります。 

４． 一人で抱え込まず、友だちや先生、家の人に相談します。 

５． いじめのない、笑顔あふれる、お互いが信頼し合えるクラスにします。【平成 29年 1月 16日】 
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 2月 6日（月）と 3月 6日（月）の全校集会と 3月 8日（水）の卒業式予行で、表彰状を披

露しました。こんなにも多くの生徒たちが表彰を受けたことは、本校の大きな誇りです。 

第６２回青少年読書感想文岡山県コンクール 
入選 ３年 森元 梨湖さん 

佳作 ３年 唐澤 賢汰さん 

第６７回美作市勝田郡英田郡児童生徒作文審査 

準特選 ３年 長畑 杏奈さん 

入選 １年 有元 夢遥さん 

入選 １年 加藤 穂高さん 

入選 ２年 浅尾 芽衣さん 

入選 ２年 東 実花さん 

入選 ２年 絹田 海里さん 

入選 ３年 所 風子さん 

入選 ３年 森元 梨湖さん 

美作市・西粟倉村児童生徒作品展〈デザインの部〉 

特選 ３年 森元 梨湖さん 

準特選 ３年 所 風子さん 

準特選 ３年 長畑 杏奈さん 

準特選 ２年 泉 朋佳さん 

準特選 ２年 井上 大輝さん 

準特選 ２年 坂元 新さん 

準特選 １年 市場 勇樹さん 

入選 ３年 鷹取 和也さん 

入選 ３年 森 瑞季さん 

入選 ２年 岡田 尚大さん 

入選 １年 有元 夢遥さん 

美作市・西粟倉村児童生徒作品展〈版画の部〉 

準特選 ２年 浅尾 芽衣さん 

入選 ２年 東 実花さん 

入選 ２年 田村 航太郎さん 

第１６５回県下小中学校書き初め展覧会 

銀賞 ２年 東 実花さん 

銀賞 １年 有元 夢遥さん 

銅賞 ２年 岡田 岳斗さん 

銅賞 １年 市場 勇樹さん 

入選 ２年 泉 朋佳さん 

入選 ２年 井上 大輝さん 

入選 ２年 岡田 尚大さん 

入選 ２年 絹田 凪穂さん 

入選 ２年 坂元 利匡さん 

読書感想文・作文・絵画・習字・新聞・

中体連優秀選手 
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第１６５回県下小中学校書き初め展覧会 

入選 ２年 田村 航太郎さん 

入選 ２年 長岡 太樹さん 

入選 １年 木村 春香さん 

入選 １年 那須 はるかさん 

入選 １年 森元 陽斗さん 

第６回おかやま新聞コンクール新聞づくりの部 

「閑谷研修」 
入選 １年 

森元 陽斗さん 

木村 春香さん 

那須 はるかさん 

第２３回犬養木堂顕彰児童生徒書道展 入選 １年 有元 夢遥さん 

第１０回美作市文学祭「あさのあつこ賞」 

読書感想文コンクール 

入選 ３年 長畑 杏奈さん 

入選 ２年 泉 朋佳さん 

入選 ２年 東 実花さん 

入選 １年 有元 夢遥さん 

美勝英支部中体連優秀選手 野球 ３年 唐澤 賢汰さん 

美作地区中体連優秀選手 
卓球 ３年 長畑 杏奈さん 

柔道 ３年 水島 麗奈さん 

 

 

 

 生徒たち一人一人が、“ひたむき”に学校生活を送ったこの 1年。一歩ずつ、着実に、生徒た

ち自身の力になり、自信と誇りをもって行動できる基礎を固めることができました。そして、生

徒たちの力が発揮される場面が多くなればなるほど、学校に活き活きとした力がみなぎるように

なりました。最初は、チャレンジすることにためらいがあったり、行動することに不安があった

りしたと思います。でも、今では、「新しいことをおそれない」「失敗をおそれない」「まず、やっ

てみる」という気持ちが育っています。そして、何よりも大きな声で、美しい礼法で、すがすが

しい挨拶で、周囲の人の気持ちを温かくすることのできる中学生に育っています。 

 やればやっただけの成果はあがります。このことを本校の生徒たちが身をもって示してくれて

います。卒業生は、勝田中学校で培った自信と誇りを人生の糧として、胸を張って新しい道へと

踏み出して下さい。在校生は、卒業生と共に育んできた本校の校風を次へとバトンタッチして、

勝田中学校の力と心をつないでいきましょう。 

 

 

 

 

 

3月 8日、卒業式予行

の後、1年生が作ったフ

ォトフレームと 2年生が

作ったコサージュを 3年

生に贈りました。 


